
（27026C）肥育牛の飼料効率向上を実現する膨潤発酵飼料の低コスト化と
給与効果の実証

平成２７年～２９年（３年間）

事 業 名

肉用牛肥育経営においては、飼料費等の生産費増加により収益性が低下しており、飼料費の低減技術が

切望されている。また、昨今の穀物需給を巡る世界情勢等を踏まえると飼料価格の高止まりが見込まれる。

そこで、飼料用米等の国産飼料資源の利用拡大による飼料費低減と飼料自給率向上が期待されている。

山形県農業総合研究センター畜産試験場、農研機構畜産研究部門、山形県農業共済組合、株式会社野川ファーム、
秋田県畜産試験場、宮城県畜産試験場、みちのく村山農業協同組合、ＪＡ全農北日本くみあい飼料株式会社南東北支店

令和４年度基礎的研究業務追跡調査 （畜産）

１ 研究の背景

農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業（実用技術開発ステージ）

実施期間

研究グループ

作成者 山形県農業総合研究センター畜産研究所 研究主幹(兼)家畜改良部長 阿部正博

２ 研究の概要

３ 研究期間中の主要な成果

４ 研究終了後の新たな研究成果

６ 開発した技術・成果の社会実装（実用代）・普及の実績及び今後の展開

（１）実用化・普及の実績

（２）実用化の達成要因

飼料用米等の国産穀物を主原料として、膨潤発酵飼料の低コスト化調製技術を確立するとともに、低コスト

膨潤発酵飼料の給与による飼料効率向上、胃液性状安定化、疾病低減効果を明らかにするため、実用規模

の実証給与試験を通して肥育期間中の各種給与効果と飼料費低減を検証する。

①飼料用米（40％）と複数穀類原料を混合・膨潤発酵処理した新たな膨潤発酵飼料を開発・商品化した。
②肉用牛肥育において、配合飼料の４０％を膨潤発酵飼料に代替給与することにより、飼料効率が５％向
上する効果を明らかにした。

③肉用牛肥育において、配合飼料の４０％を膨潤発酵飼料に代替給与することにより、１頭当たり平均１３
～１７千円、最大で４６千円の飼料費低減効果を明らかにした。

該当なし

新たな膨潤発酵飼料の開発による商品ラインナップの拡大と開発した低コスト膨潤発酵飼料（商品名「ハイ

ブリッド」）について、2019年に１万袋を超え、2025年には２万袋以上の普及を目指す。

①低コスト膨潤発酵飼料は商品名「ハイブリッド」として平成28年から販売開始。その後の派生飼料を含めた

「ハイブリット類」は山形県内外において14千袋以上を販売（令和3年度末）。

②令和元年度に東北農業試験研究推進会議の推薦を受けて、国の「最新農業技術・品種２０２０」の候補技

術となった。研究成果名は「新たに開発した膨潤発酵飼料の黒毛和種雌肥育牛に対する給与効果」

（３）今後の開発・普及目標

５ 公表した主な特許・品種・論文等

①阿部正博他.膨潤発酵飼料の給与が黒毛和種雌肥育牛の血液性状に及ぼす影響.
東北農業研究71,47-48(2018)

②阿部正博他.膨潤発酵飼料の給与が黒毛和種雌肥育牛の発育性および飼料効率に及ぼす影響.
山形県農業研究報告11,31-40(2018)

③阿部正博他.黒毛和種雌肥育牛における糞，胃液性状と発育値および血液生化学検査値の関係.
肉用牛研究会報104,23-24(2018)

共同研究機関のうち、特に飼料用米の利活用に関するノウハウを持つ民間飼料製造会社が商品技術開発

に意欲的に取り組んだとともに、現地給与試験に肥育農場が協力したため。

７ 開発した技術・成果が普及することによる波及効果及び国民生活への貢献

飼料用米の新たな給与技術の普及・実用化、生産販売拡大による雇用の増加、開発した飼料の製造販売

増による収益増加、規模拡大の誘導による畜産産出額の増加への貢献。
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研究期間中の研究成果

研究終了後の新たな研究成果 該当なし

研究終了後の研究成果の普及状況

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2025

普

及

段

階

年次

知的財産
（山形県、野川ファーム）

普及

上市

試作・評価

実用化開発

基礎・応用

実用技術開発
「膨潤発酵処理」

「低コスト膨潤発酵飼料」
の製品開発
製品名「ハイブリッド」

普及目標
（2025年度）

2万袋

普及実績
（2019年）

1万袋

事業名「実用技術開発事業」

事業名「農林水産業・食品産
業科学技術研究推進事業」

膨潤発酵飼料
商品化

飼料給与技術普及
のためのマニュアル

を作成・配布

開発した低コスト膨潤発酵飼料を配合飼料に代替給与
する現地試験の結果、対照区に比べて40％代替試験
区のDGが8％、飼料要求率が5%それぞれ向上した。

飼料効率の向上
などの給与効果 普及実績（2021年度末）

販売数量：14千袋以上

特許5391506号「穀物発酵飼料の製造方法、および、
それによる穀物発酵飼料」、

特許5887673号「膨潤化穀物発酵飼料の製造方法」、
特開2017-153415「酒粕添加発酵飼料、およびその製造方法」


